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損していない 4,595 例（男性 2,707 例，女性 1,888 例）を解析対象とした．メンタルヘルスは，SF-8
の Mental Health Component Summary Score（MCS）により評価し，幸福感は 100 点満点で
評価した現在の幸福感で評価した．メンタルヘルスおよび幸福感をアウトカムとして，労働時間，





最も低い参加者と比較して，MCS の最小二乗平均が 5.2 ポイント（43.4 v. 48.6）低かった．家庭・
地域要因では，家族関係が最も良くない参加者は，家族関係が最も良い参加者と比較して MCS
の最小二乗平均が 6.6 ポイント（42.0 v. 48.6）低かった．生活習慣要因では，睡眠に差し障る頻度
が週に 5–7 日である参加者は，睡眠に差し障る日がなし，または月に 1–3 日の参加者と比較して，
MCS の最小二乗平均が 3.2 ポイント（44.9 v. 48.1）低かった． 
幸福感：働きがいが最も低い参加者は，働きがいが最も高い参加者と比較して幸福感の最小二乗
平均が 12.2 ポイント（67.8 v. 80.0）低かった．職場の対人関係のストレスが最も高いと回答した
参加者は，職場の対人関係のストレスが最も低い参加者と比較して，幸福感の最小二乗平均が 6.0
ポイント（72.8 v. 78.8）低かった．家庭・地域要因では，家族関係が最も良くない参加者は，家
族関係が最も良い参加者と比較して幸福感の最小二乗平均が 26.2 ポイント（56.0 v. 82.2）低かっ
た．生活習慣要因では，睡眠に差し障る頻度が週に 5–7 日である参加者は，差し障る日がなし，
















     













【結果】メンタルヘルス：職場の対人ストレスが最も高い者は，最も低い者より MCS が 5.2 ポイ
ント（以下ｐ）低かった．家族関係が最も良くない者は，最も良い者より 6.6ｐ低かった．睡眠
に差し障る頻度が週に 5– 7 日である者は，月 3 日以下の者より 3.2ｐ低かった．幸福感：働きが
いが最も低い者は最も高い者より 12.2ｐ低かった．職場の対人ストレスが最も高い者は最も低い
者より 6.0ｐ低かった．家庭・地域要因では，家族関係が最も良くない者は最も良い者より 26.2
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